









を重ねている1 ） 2 ） 3 ） 4 ） 5 ） 6 ） 7 ） 8 ） 9 ）10）11）。学校
現場で救命授業を実施するようになったのは
2012年からで，小学校 2 校と中学校 1 校であっ
た。その後，実施する学校数は増え，ここ 3 年
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2 － 1 ．対象
研修会の対象は，龍ケ崎市内の小・中学校の
教職員で，58名の参加があった。



















































































































































































































































































































































も， 2 人で 1 体の心肺蘇生訓練用人形とAED
トレーナーを用意している。そのため，待ち時
間なく，実技ができるようにしてる。感想から
は，そのねらい通りだったことが推察される記
述がみられる。
【EAP（Emergency Action Plan：緊急時対応
計画）に関する内容】
・ 本校のAEDの数や状況，マニュアルなど，
全体で確認する必要があると感じました（1）
・ 学校のマニュアルを時々見返したいと思い
ます（1）
・ 学校現場では，何が起こるか分からないの
で，いざというときにしっかり対応できる
ようにしたいと思います（1）
・ 学校でどのような場面に出くわすかわから
ないので，普段から，学校全体でシミュ
レーション等を行っていきたいと感じまし
た（1）
学校で緊急時対応計画を用意し，事前に一当
事者として自分に関わる救命行動を想定して考
えておくことは，子どもの安全を守る上で大変
有効である。この動きにつながる可能性のある
記述がみられる。
【研修の定期的に開催を望む内容】
・ 毎年，一度はやっておくべきだと思いまし
た（1）
・ 定期的に受講することで，万一の時に備え
たいと思います（1）
・ 何年も前の講習だと手順等抜けてしまうこ
とがあるので，何年かおきに講習を受ける
べきだと思いました（1）
一次救命に関する技術は，一度修得しても，
一定期間何もしないと忘れてしまうものである。
定期的に繰り返し訓練しないといざというとき
に動けない。子どもの命を守るために，現場の
教職員が，定期的な研修の機会を希望する記述
がみられる。
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【今後への要望に関する内容】
・ 心肺蘇生をして意識が回復しましたが，救
急車がきていない時，どのように待たせる
のかもアドバイスしてほしいです（1）
・ 窒息事故に対する救命方法を知りたいと思
いました（1）
・ 出血が多い場合や交通事故などのケースを
シミュレーションに入れても良いと思いま
した（1）
・ 総合シミュレーションで，児童生徒や教師，
救急隊などの役も加えてやってもらいたい
です（1）
これらの内容は，今後，プログラムを検討す
る上で，参考になる記述である。
【ネガティブに捉える内容】
・ 首や背骨の骨折が考えられる際は，どう対
応したらよいのかなど，とっさには判断で
きないこともあり，自分の対応でより悪化
させるのではと不安もあります。
・ つい忘れてしまうので，実際は慌ててしま
うと思いました（1）
参加者が不安に感じたり，ネガティブに捉え
た記述である。当然，このような側面について
も，想定してプログラム内容を立案する必要が
ある。
【研修会のイメージが好転したことを伝える内容】
・ 少人数のグループで実技ができ，指導ス
タッフがとても丁寧に説明してくれたので，
わかりやすかったです。以前，全体の前で
一人ずつやるみたいなことがあり，すごく
AEDの研修に嫌なイメージがあって，身
につけられず集中できなかったのですが，
全体→グループ→少人数→二人組とくり返
しながら進めていただき，とてもわかりや
すく集中でき，嫌なイメージがなくなりま
した（1）
本救命研修の成果を示す一事例である。この
ような参加者を 1 人でも増やせるような研修を
企画運営が期待される。
4 ．まとめ
救急救命に関する理論と実践を学ぶ研修会の
概要を報告し，参加者に実施したアンケート調
査からプログラム内容を検討した。まず，一次
救命処置について，半数近くの参加者が一次救
命処置に自信が持てずにいたが，研修後には，
ほとんど全ての参加者が以前よりもできるよう
になったと評価していることは大きな成果だと
言える。また，プログラム内容を細かく検討す
ることで，現状や課題が明らかになり，救命研
修における指導改善のための示唆を得ることが
できた。今後も，救命教育の方策を多様な視点
で検討していくことが望まれる。
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